
【単位：百万円】　

省庁名
令和５年度
補正予算額

主　　な　　施　　策

内閣府
(デジタル庁含む) 7,812

総合防災情報システムの整備と運用、
準天頂衛星システムの開発加速等、
小型衛星コンステレーションの構築加速のための基盤技術の開発
やアンカーテナンシーを通じた利用拡大、
アドレスBR機能整備
ほか

文部科学省 4,229
地球観測衛星の継続的開発、利用実証等、
地球環境データ統合・解析プラットフォーム事業

農林水産省 4,879
農林水産省地理情報共通管理システムの開発、
スマート農業技術の開発・実証・実装プロジェクト
ほか

経済産業省
関連予算の内数

（※）
自動運転等の先行実装のためのデジタルライフライン整備事業、
地質情報の整備

国土交通省 18,567

i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進、
電子国土基本図の整備・更新・３次元化等、
３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化の推進、
地籍調査の推進
ほか

環境省 1,269
GOSATシリーズによる地球観測事業等
ほか

総計 36,756

G空間関連 令和５年度補正予算の概要

金額は関連予算含む。十万円の位（小数点第一位）を四捨五入。

施策単位で額を確認できるものについてのみ集計。内数は集計外。

太字・下線はシンボルプロジェクト等を示している。

（※を含まない）



【単位：百万円】　

省庁名 令和５年度
当初予算額

令和６年度
概算要求額

主　　な　　施　　策

内閣官房・内閣府
(警察庁・デジタル庁含む)

17,068 22,371

総合防災情報システムの整備と運用、
実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進、
小型衛星コンステレーションの構築加速のための基盤技術の
開発やアンカーテナンシーを通じた利用拡大、
アドレスBR及び不動産登記BRの運用保守
ほか

総務省 102 170
緊急消防援助隊動態情報システムの運用、
ヘリコプター動態管理システムの整備・運用
ほか

法務省 5,173 5,572
筆界特定の推進、登記所備付地図作成作業、
衛星測位を利活用したGPS測量推進事業

財務省 13 11 国有財産情報公開システムの運用

文部科学省 16,752 20,475
地球観測衛星の継続的開発、利用実証等、
国際的な宇宙開発利用の進展と人材育成のためのプログラム
ほか

農林水産省 2,312 5,612

農林水産省地理情報共通管理システム運用保守、
森林GIS等の整備、
次世代スマート農業技術の開発・改良・実用化
ほか

経済産業省 2,751 2,484

衛星データ利用環境整備・ソリューション開発支援、
産業DXのためのデジタルインフラ整備事業、
衛星通信等の技術を活用した運航管理技術の開発
ほか

国土交通省 23,690 36,250

i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進、
電子国土基本図の整備・更新・３次元化等、
３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化、
地籍調査の推進、
海域の地理空間情報の整備・提供
ほか

環境省 5,640 7,217

生物多様性情報システム等の整備・活用推進、
再生可能エネルギー情報提供システム「REPOS」、
GOSATシリーズによる地球観測事業等
ほか

防衛省 656 1,358

災害対処等に資する地理空間情報に係るデータの整備、
自衛隊の災害派遣活動における災害用ドローンの活用、
自衛隊による衛星測位の利用
ほか

総計 74,157 101,520

対前年度比 1.37

G空間関連 令和６年度概算要求の概要

金額は関連予算含む。十万円の位（小数点第一位）を四捨五入。

施策単位で額を確認できるものについてのみ集計。内数は集計外。

太字・下線はシンボルプロジェクト等を示している。

※別途事項要求にて要求中

※別途事項要求にて要求中



G空間関連 令和６年度予算概算要求及び令和５年度補正予算の概要（主要施策）

準天頂衛星システムの７機体制の確立及び11機体制に向けた検討の加速等をはじめ、情報連携やDXのキーとなる不動産関係ベース・レジストリの整備・
推進、i-Constructionやスマート農業等の一層の推進など、必要な予算確保に向け進めているところ。令和６年度概算要求の総額は１０１，５２０百万円
（対前年度予算比１．３７倍）、令和５年度補正予算の総額は３６，７５６百万円となっており、各主要施策の概要は以下のとおり。

自然災害・環境問題への対応

○統合型G空間防災・減災システムの構築の推進
・総合防災情報システムの整備と運用
内閣府：１，６９８百万円の内数（R６要求）

： ５５８百万円の内数（R５補正）

○地球観測衛星による気候変動等の地球規模課題解決への貢献
・地球観測衛星の継続的開発、利用実証等
文部科学省：１５，００３百万円（対前年度１．４１倍）（Ｒ６要求）

： ４，０００百万円（Ｒ５補正）

・温室効果ガス観測技術衛星の開発や運用
環境省：５，２０６百万円（対前年度１．１３倍）（Ｒ６要求）

： ９９０百万円（Ｒ５補正）

○高精度測位時代に不可欠な位置情報の共通基盤「国家座標」の推進
・電子国土基本図の整備・更新・３次元化等

国土交通省：１，７７２百万円（対前年度１．４６倍） （Ｒ６要求）

：３，９４７百万円（Ｒ５補正）

・電子基準点の運用による位置情報サービスの発展への貢献等

国土交通省：９６９百万円（対前年度１．１３倍） （Ｒ６要求）

：８１０百万円（Ｒ５補正）

○準天頂衛星システムの開発・整備及び測位能力向上の推進
・実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進

内閣府：２１，７２７百万円（対前年度１．２９倍） （Ｒ６要求）

： ７，３０７百万円（Ｒ５補正）

○不動産関係ベース・レジストリの整備・推進
・不動産関係ベース・レジストリの整備・推進

デジタル庁：２４３百万円（対前年度１．２９倍） （Ｒ６要求）

：１５３百万円（Ｒ５補正）

・「不動産ID」を情報連携のキーとした建築・都市DX社会推進事業
国土交通省：１５０百万円（対前年度皆増） （Ｒ６要求）

：１４９百万円（Ｒ５補正）

地理空間情報基盤の継続的な整備・充実等

温室効果ガス・水循環観測技術衛星
（GOSAT-GW）

総合防災情報システム

○スマート農業の加速化などデジタル技術の利活用の推進
・次世代スマート農業技術の開発・改良・実用化 等
農林水産省：２，１００百万円（対前年度３．５０倍）（Ｒ６要求）

：３，０００百万円（Ｒ５補正）

・eMAFF地図の開発・運用
農林水産省：２，３０２百万円（対前年度５．３３倍）（Ｒ６要求）

：５８４百万円（Ｒ５補正）

○i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進
・i-Constructionの推進による３次元データの利活用の促進
国土交通省：１０，３３９百万円（対前年度６．２０倍）（Ｒ６要求）

： ８，２７８百万円（Ｒ５補正）

○衛星データ利活用促進事業
・衛星データ利用環境整備・ソリューション開発支援

経済産業省：５３０百万円（対前年度１．３６倍）（Ｒ６要求）

○地理空間情報活用人材の育成・交流支援
・地理空間情報等を活用したビジネスアイデアコンテスト「イチBizアワード」の開催

内閣官房：２３百万円の内数（Ｒ６要求）

産業・経済の活性化

IoTやデジタル技術を活用

ベース・レジストリである
電子国土基本図の３次元化

豊かな暮らしの実現

○デジタルライフラインの全国整備
・自動運転等の先行実装のためのデジタルライフライン整備事業

経済産業省：１２，６８７百万円の内数（Ｒ５補正）

○「空間ＩＤ」を含む４次元時空間情報基盤の整備
・産業DXのためのデジタルインフラ整備事業
経済産業省：３，２５０百万円の内数（Ｒ６要求）

○SIPスマートモビリティプラットフォームの構築
・科学技術イノベーション創造推進費
内閣府：５５，５００百万円の内数（Ｒ６要求）

○３D都市モデル「PLATEAU」
・都市空間情報デジタル基盤構築調査、支援事業
国土交通省：４，５００百万円（対前年度２．１４倍）（Ｒ６要求）

：１，２００百万円 （Ｒ５補正）

空間IDをドローンの運行に活用

準天頂衛星システム7機体制

BIMモデル等を活用した
３Ｄ都市モデル


